
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２９年９月分） 

平成２９年１０月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＳＮＳＤ、ＢＨ議会の委員会から自党員の引

揚げを完了 

 ＳＮＳＤは、自党のシュピリッチ議員が、ＢＨ

諜報機関業務監督共同委員会から解任され

たことに抗議し、夏季休暇前より自党員のＢＨ

議会内各委員会からの引揚げを進めていた。

しかし、引揚げによりＳＤＳ等他のセルビア系

政党に委員会のポストを奪われる可能性を危

惧し、党内にはこの方針に反対する声も多か

った。そのため、２名の議員は委員会の辞任

に難色を示していたが、９月初旬に２名とも辞

任を決定。これにより、全ＳＮＳＤ議員のＢＨ議

会内各委員会からの引揚げが完了した。 

 ＳＤＳは、早急に空席を引き継ごうとはしてお

らず、ＢＨ議会議長団もＳＮＳＤ議員の辞任を

承認していないため、現状、引揚げたポストは

全て空席のままとなっている。 

  

●ＢＨ議会下院、ジェノサイドの否定を犯罪化

するＢＨ刑法改正法案を否決（２０日） 

 ２０日、ＢＨ議会下院において、ＳＤＰ議員が

提案したジェノサイドの否定を犯罪化するＢＨ

刑法改正法案と戦犯の選挙立候補を禁ずる

選挙法改正法案は、ＲＳから選出されたセル

ビア系全議員とＨＤＺ全議員（クロアチア系）の
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反対により、否決された。 

 

●ＳＤＡ、野党と行動を共にするＳＢＢを改め

て非難（２１日） 

 ２０日、ＢＨ議会下院会合において、ボシュニ

ャク系与党第二党ＳＢＢは引き続き、野党連

合によるズビズディッチ閣僚評議会議長（ＳＤ

Ａ）及び閣僚評議会の働きを酷評し妨害する

動きに加担した。 

 翌２１日、ボシュニャク系与党第一党のＳＤＡ

は、ＳＢＢが同様の行動を続けるのであれば、

与党特権を手放して、正式に与党から離脱す

るべき旨のプレス声明を発表した。 

 

●ＢＨ閣僚評議会、ＢＨのＦＡＴＦグレーリスト

からの削除を求めていくことを決定（２６日） 

 ２６日、ＢＨ閣僚評議会会合において、マネ

ーロンダリングやテロ資金等の対策における

国際的協力などを行う政府間組織である金融

活動作業部会（ＦＡＴＦ）に指摘を受けた、ＢＨ

におけるマネーロンダリング等への対策不足

を打開するためのＢＨ行動計画について協議

を行い、同行動計画は、ＦＡＴＦの勧告通りに

実施されていると結論付けた。同評議会は、Ｂ

Ｈ外務省にＦＡＴＦのグレーリストからＢＨを削

除することを目的とした外交活動を指示した。 

 

●クロアチアによるペリェシャツ橋の建設をめ

ぐりＢＨ議会の上下院が相反する宣言（１３日

及び２８日） 

 ８月から継続中の、クロアチアによるペリェシ

ャツ橋の建設をめぐるボシュニャク系とクロア

チア系の対立が、９月に入り更に加熱した。 

 １１日、チョービッチ大統領評議会議長（クロ

アチア系）は、ＢＨ国家機構にとり、ペリェシャ

ツ橋の建設をめぐる公式及び法的な障害は

一切ない旨の声明を発表。一方で、イゼトベゴ

ビッチ大統領評議会メンバー（ボシュニャク系）

は、チョービッチ議長の声明が、同橋の建設

に反対する２００７年の大統領評議会決定に

相反する上、このような声明の発出は議長権

限の濫用であると非難する声明を発表した。 

 また、１３日、ＢＨ議会下院は、ボシュニャク

系政党がＳＤＳ（セルビア系国政与党第一党）

の賛同を得て、クロアチア政府に同橋の建設

の即刻中止を求める宣言を採択。一方で、２８

日、ＢＨ議会上院は、クロアチア系が中心とな

り、上記ＢＨ議会下院の宣言に関し、ＢＨ議会

は２院制であり、同宣言は下院の立場で、ＢＨ

議会全体の立場ではない旨強調する宣言を

採択した。 

 

 （２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●モスタルのセルビア系、ＨＮＣ憲法改正を要

求する動き（４日） 

 ４日、モスタルにあるセルビア系団体協会は

報道発表を行い、ヘルツェゴビナ・ネトレバ・カ

ントン（県）議会に対し、次回会合において、セ

ルビア系住民も同カントンの構成民族と定め

るよう、ヘルツェゴビナ・ネトレバ・カントン憲法

の改正を要求することを明らかにした。また、

要求が通らない場合、ＲＳの政党に助けを求

めると警告した。 

 

●ＢＨ議会下院、２か月半の休会を経て再開

するも混乱継続（２６日） 

 ２１日、参加議員が定足数に満たず６月７日

に休会していたＢＨ議会下院会合が、２か月

半を経て再開。前回会合に引き続き、改革ア

ジェンダで必要とされている所得税法案及び

給与加算諸手当法案のみを取り扱い、同二法
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案を採択した。 

２６日、次の会合を実施したが、ＳＢＢがＢＨ

連邦開発銀行の人事等に異議を唱え、議題

の議決段階で棄権したため、議題が採択出来

ず、再び休会に追い込まれた。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ野党、２０１８年国政選挙において共同

候補を擁立することで合意（６日） 

 ６日、セルビア系のＲＳ野党及び国政与党の

「変革のための同盟」を構成するＳＤＳ、ＰＤＰ、

ＮＤＰの３党首は、２０１８年国政選挙において、

ＲＳ大統領選及びＢＨ大統領評議会のセルビ

ア系メンバー選に共同候補を擁立することで

合意した。また、８月に西バルカン諸国のセル

ビア系代表者による会合後に発表された、セ

ルビアとＲＳによる「セルビア民族の保護に関

する宣言」に関し、本年１１月末に開催予定の

セルビアとＲＳの合同議会において議決する

ことについて、同同盟は、この宣言を支持する

ことでも合意した。 

 

●ＳＮＳＤ、２０１８年国政選挙に向けた活動方

針を採択（９－１０日） 

 ９－１０日、ＳＮＳＤはビイェリナにおいて、党

の諮問委員会を開催し、２０１８年１０月国政

選挙に向けた活動方針を採択。同活動方針

によると、同党は、ＲＳ大統領及びＢＨ大統領

評議会のセルビア系メンバー双方の獲得を目

指し、ＲＳ国民議会では過半数を、ＢＨ議会下

院には１０名の議員を送り込むことを目標とし

た。また、「変革のための同盟」はＲＳに不利

益になるような裏切り政策を推進しているとし

て、同同盟との協力は行わない方針も継続し、

加えて、２０１５年に党の綱領として発表してい

た、ＲＳの独立に関する住民投票は先送りに

することも決定した。 

 

●ＲＳ国民議会、２０１６年監査報告書をめぐ

るＲＳ最高監察官の辞任に関して与野党が対

立（１２－１３日） 

 １２－１３日、ＲＳ国民議会において、２０１６

年監査報告書の中でＲＳ政府の発表よりも多

額の財政赤字を指摘したことでドディックＲＳ

大統領等に責任を追求され、８月３１日に辞職

届を提出したスニェゴダ最高監査官の件をめ

ぐり与野党が対立した。 

当初、議長により上記問題を議題に含める

ことが合意されていたが、１２日の議会会合開

始後、与党の影響下にあるＲＳ国民議会財政

委員会により、同問題が議題から除外された。

数の力で押し進めようとする与党に対し、野党

は議題の議決を物理的に妨害しようとし、会

合は休会となった。翌１３日、野党は会合の続

行条件として、最高監査官問題を議題として

扱うように訴えたが、議長はこれを拒否。野党

は再び物理的に会合の進行を止めようとした

ところ、議長は場所を小議会室に移して与党

議員だけで会合を進め、議場に入ろうとする

野党議員を、ＲＳ警察を動員して阻止する等、

一時騒然となった。 

翌１４日、与党は、野党の物理的行使を非

難する宣言を採択。他方、１９日、ボレノビッチ

ＰＤＰ党首（野党）は、１２－１３日の会合にお

ける決定事項の無効を求め、ＲＳ憲法裁判所

に訴えると発表した。 

 

●新党、「初代ＳＤＳ」の党首就任パーティ（１

６日） 

 １６日、ＳＤＳの原点回帰を訴えるメンバーが

立ち上げた「初代ＳＤＳ」の党首に、ルキッチ東

サラエボ大学法学部長（ＳＤＳ共同創立者）が
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就任し、記念パーティが実施された。 

 ＢＨでは、選挙前に政党の分裂、新党の創

設が多く見られる。本件も、２０１８年１０月の

国政選挙を睨んだ同様の動きであり、またＳＤ

Ｓの票を割らせるための、ＳＮＳＤによる分断

工作だと見られている。 

 

●ＢＨ司法制度をめぐる住民投票実施に関す

る決定のＲＳ官報掲載（２０日） 

 ２０日、２０１５年にＲＳ国民議会で採択され

た、ＢＨ司法制度に関する住民投票実施の決

定が、ＲＳ官報に掲載された。 

 上記決定は、２０１５年にドディックＲＳ大統

領主導で採択されたが、官報には掲載されて

いなかった。通常、議会で決定がなされると、

１ヶ月程度でその決定が官報に掲載され、決

定の定めに従い効力が発生する。一方、本決

定はＲＳ世論におけるＢＨ司法に対するマイナ

ス感情の喚起に使われただけで、実際の住民

投票実施を避けるために、与党により恣意的

に官報に掲載されていなかったと野党は主張。

９月に入り追及が始まったことで、今回の官報

掲載に至った。これに対し、ドディック大統領

は、現在は、国内政治も国際関係も住民投票

が実施できる状態にないため、決定が発効次

第、ＲＳ国民議会において同決定「中断」の決

定を採択すると発表した。 

この動きに対し、そもそもＢＨ司法に対する

住民投票自体がデイトン和平合意違反である

という指摘や、再開の可能性を含んだ「中断」

ではなく「中止」にすべき等といった国際社会

からの批判が続く中、３０日、ドディック大統領

は、野党が賛成するのであれば中断せずに

住民投票を実施すると、態度を変更した。一

方、野党は住民投票の実施に反対の立場を

示している。なお、同決定は、官報掲載８日後

に発効し、その後５０日以内（１１月１９日まで）

に住民投票を実施するよう定めている。 

 

●ＲＳ野党、市民集会「人民会議」を開催（２５

日） 

 ２５日、ＲＳ野党はバニャ・ルカにおいて、市

民と直接対話し、ＲＳ国民議会における１２－

１３日の混乱に至る経緯と「現与党体制の真

実」を伝えるため、「人民会議」という名の市民

集会を開催した。同集会では、野党の党首達

が市民の前で、ＲＳの厳しい現状を説明すると

ともに、野党不在で行われた１２－１３日の議

会会合は違法であり、ここに集まった市民の

数が、市民が本件の真実を知りたいと思って

いる証拠であると訴えた。 

 ドディックＲＳ大統領は、同集会について、

「人民会議」ではなく、ただの選挙キャンペー

ンであると指摘し、与党が開催すればもっと市

民を集められると豪語した。 

 

ウ ブルチュコ特別区 

●ブルチュコ特別区政府、ブルチュコ河川港

整備をめぐり対立（２０日） 

 ２０日、ブルチュコ特別区は政府会合を実施

したが、ブルチュコ河川港の整備に対する欧

州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）からの融資をめぐ

って対立し休会に追い込まれた。ミリッチ区長

（ＳＮＳＤ）は、メディアに対し、本件を議題とし

て扱うならば退場すると脅したとして、ボシュ

ニャク系議員を非難した。 

 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プ

ロセスを含む） 
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●運輸共同体条約の署名（１９日） 

 １８日、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長と

ブルツ交通・運輸担当欧州委員は、ブリュッセ

ルにおいて、ＥＵとＢＨの間において運輸共同

体条約に署名を行った。 

 同条約は、７月に伊で行われた西バルカン・

サミットにおいて、ＥＵとＢＨを除く西バルカン５

か国が署名したが、ＢＨ閣僚評議会はＲＳの

反対とそれに配慮したクロアチア系閣僚の棄

権により合意を形成できず、署名が出来なか

った。今回、再調整を経て、５日にＢＨ閣僚評

議会が、１３日にＢＨ大統評議会が同署名に

関する合意を採択し、署名に至った。 

 今回の署名は、西バルカン・サミットでＢＨが

承認された高速道路Ｖｃ回廊の建設に対する

３件と、ブルチュコ河川港整備に対する１件の

インフラ事業計画に対する資金供与を前に進

める大きな一歩となる。資金の総額は、約４，

６００万ユーロの無償を含む２億５，０００万ユ

ーロ。但し、右受領には、懸案の燃料税増税

法案の成立も条件となっており、９月末、ズビ

ズディッチ議長は、同法案の成立に向けて改

めて各党との調整を開始した。 

 

●チョービッチ大統領評議会議長、国連総会

で演説（２０日） 

 チョービッチＢＨ大統領評議会議長（クロアチ

ア系）とツルナダクＢＨ外相は、ニューヨークで

開催された第７２回国連総会に、ＢＨ代表とし

て参加し、２０日、チョービッチ議長は一般討

論演説を行った。演説では、シリアにおける一

般市民に対する暴力やテロリズムを非難しな

がら、様々な危機の悪化による戦争化の防止

や難民問題の解決における国連の役割の重

要性を訴えた。また、北朝鮮の核実験を強く

非難し、同国に国連決議の遅滞なき遵守を求

めた。 

 

●ＮＡＴＯ、ＢＨにおける災害救助の実地訓練

（２５－２９日） 

 ２５－２９日、トゥズラ市において、ＮＡＴＯの

欧州大西洋災害対応調整センター（ＥＡＤＲＣ

Ｃ）とＢＨ治安省による災害管理演習「ＢＨ２０

１７」が実施された。同演習では、ＢＨにおける

洪水及び地震災害を想定した訓練が実施さ

れ、ＮＡＴＯ加盟国及びパートナー国である３４

か国より１２００名以上が参加した。 

 

（２）二国間関係 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のＢＨ訪問

（２、５－６日） 

 プレンコビッチ・クロアチア首相は、２日、ＢＨ

北部のトゥズラ市、オラシエ市、ジェプチェ市を、

５－６日、ＢＨ南部のモスタル市、シロキ・ブリ

ェグ市、リブノ市を訪問し、クロアチア文化セン

ターやカトリック系の学校の開所式等、クロア

チア系住民の支援に関する行事に参加した。

両日程には、チョービッチＢＨ閣僚評議会議長

（クロアチア系）が同行した。同首相は、今回

サラエボを訪問しなかったことについて「自分

のＢＨ初訪問はサラエボであり、その際にカウ

ンターパートであり友人であるズビズディッチ

閣僚評議会議長との間に両国政府間の合同

閣議の開催に合意し、同閣議は７月に無事開

催された。同議長とは２日前にも話し合ったと

ころであり、同意と善意を以て協力を続けてい

る。」と説明した。 

なお、プレンコビッチ首相のＢＨ訪問は、昨

年１０月の首相就任以来、７回目となる。 

 

●ブチッチ・セルビア大統領のＢＨ訪問（７－８

日） 
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 ７－８日、ブチッチ・セルビア大統領がＢＨを

公式訪問し、サラエボ市において、ＢＨ大統領

評議会、ＢＨ閣僚評議会、ＢＨ議会上下院議

長・副議長と会談するとともに、ＲＳの東サラ

エボ市を訪問した。 

 ＢＨ大統領評議会との会談では、２国間の経

済問題や外交、国境問題等が話し合われた。

２国間の国境は９７％が画定しているが、近く

国境画定委員会が立ち上げられ、残り３％も

迅速に解決されることが期待されている。また、

ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長との会談

では、２０１７年末までの合同閣議の開催が合

意された。 

なお、セルビア大統領のＢＨ訪問は、２０１１

年以来６年ぶり。 

 

●セルビア国防相、ＲＳ軍事企業との協力モ

デルについて合意（１９日） 

 １９日、ブリン・セルビア国防相は、バニャ・

ルカを訪問し、ＲＳの軍事企業関係者同席の

下、ジョキッチＲＳ産業・エネルギー・鉱業相と

会談。ブリン国防相は、「ブチッチ・セルビア軍

総司令官の命令で、ＲＳの軍事産業を手助け

する具体的なメカニズムを協議するために来

訪した。」と述べ、株式投資や合弁契約の可

能性等を協議し、ＲＳとセルビアの協力モデル

について合意した。 

 

●クロアチア週刊誌、ＢＨによるクロアチア政

治家の盗聴を非難 

 クロアチアの週刊誌「ナツィオナル（Ｎａｃｉｏｎ

ａｌ）」は、ＢＨの諜報機関がプレンコビッチ・クロ

アチア首相及び同政権の外交方針に戦争を

仕掛けていると報じた。同誌によれば、ＢＨの

諜報機関ＯＳＡはＳＤＡの権力下にあって、同

党の政治的利益のために働いており、クロア

チア本国及びＢＨのクロアチア系の要人、特

定のビジネスに関わる人の電話を盗聴してい

ると強調した。この報道に対し、メクティッチ

BH 治安相は、「クロアチアの要人のスパイを

することはないが、国家の利益を守る為に必

要であれば行う可能性はある。」と発言。プレ

ンコビッチ首相は、「もしＯＳＡが本当にクロア

チアの要人のスパイをしているのであれば、

由々しき事態であり、我々も報復を考えるであ

ろう」。と述べ、ＨＤＺ・ＢＨも、同様の懸念を表

明した他、メクティッチ治安相はＯＳＡの直接

の責任者ではなく発言する立場にないとして

同相を非難した。 

  

●英国貴族院議員団のＢＨ訪問（２８－２９

日） 

２８－２９日、英国の元エネルギー相及び交

通相であり、現在貴族院国際関係委員会の

議長を務めるハウエル卿率いる英国貴族院

議員団が、主にＥＵ離脱後の英国の外交方針

の策定に向けた西バルカン地域が直面する

問題の調査を目的に、ＢＨを訪問。ブルキッチ

ＢＨ外務副大臣やインツコ上級代表等と会談

を行った。両会談では、ＢＨのＥＵ統合に向け

た進捗、ＮＡＴＯ加盟行動計画（ＭＡＰ）の発効

の見通しなどにつき説明が行われた。 

 

（２）日・ＢＨ関係 

●海外投資促進庁、日本の国際観光展に出

展（２１－２４日） 

 ２１－２４日、BH 海外投資促進庁（ＦＩＰＡ）の

日本代表がＢＨを代表し、東京ビックサイトで

開催された「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１７」

に参加した。展示は、ＪＩＣＡの企画の下「バル

カン－あなたの次の欧州旅行先」と題し、アル

バニア、マケドニア、セルビア、モンテネグロと
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共同で行われた。 

 現在、日本からは年間６，０００名程度の観

光客がＢＨに訪れる。ＦＩＰＡの働きかけで日本

へのワイン輸出が始まっており、今後、在京Ｂ

Ｈ大使館との協力で、更なる観光客の呼び込

みや貿易関係の促進が期待される。 

 

３．経済 

（１）経済指標 （ＢＨ統計局発表） 

●ＧＤＰ成長率 

 １７年第２四半期の実質ＧＤＰは、前年同期

比１．７％の増加。 

 

●鉱工業生産高 

 １７年８月の鉱工業生産高は、前月と比較し

て、０．８％の増加。 

 

●雇用／失業者数 

１７年７月のＢＨ全体の雇用者数は７４８，１

８１人。同月の失業者数は４８６，３０９人で失

業率は３９．４％。 

 

●平均給与 

 １７年７月のＢＨにおける平均給与（手取り）

は８４９ＫＭ（約４３４ユーロ）。 

 

●消費者物価指数 

１７年８月の消費者物価指数は前月から０．

２％の減少。 

 

●貿易額 

 １７年１月～８月のＢＨの輸出額は７０億７，

９８０万ＫＭ（約６１億１，９９０万ユーロ）、輸入

額は１１６億７，５５０万ＫＭ（約５９億６，９６０

万ユーロ）。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１７年１月～

８月）：①ドイツ（１０億４，４３０万ＫＭ／約５億

３，３９０万ユーロ）、②イタリア（７億９，４５０万

ＫＭ／約４億６２０万ユーロ）、③クロアチア（８

億２，５６０万ＫＭ／約４億２，２１０万ユーロ）、

④セルビア（６億９，３１０万ＫＭ／約３億５，４

４０万ユーロ）、⑤スロベニア（６億２，８８０万Ｋ

Ｍ／約３億２，１５０万ユーロ）。参考：日本（５

３万９，０００ＫＭ／約２７万６，０００ユーロ）。 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１７年１月～

８月）：①ドイツ（１３億６，４３０万ＫＭ／約６億

９７５０万ユーロ）、②イタリア（１３億３，０２０万

ＫＭ／約６億８，０１０万ユーロ）、③セルビア

（１２億８，６１０万ＫＭ／約６億５，７６０万ユー

ロ）、④クロアチア（１１億５，０３０万ＫＭ／約５

億８，８１０万ユーロ）、⑤中国（７億６，１８０万

ＫＭ／約３億８，９５０万ユーロ）。参考：日本

（６，８２０万６，０００ＫＭ／約３，４８７．３万ユ

ーロ）。 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

１７年８月、ＢＨにはのべ１６０，９３２人（うち

日本からは４６９人）の観光客が訪れた（注：

宿泊を伴った観光客の総計）。 

 

（２）経済政策、公共事業 

●ＢＨ連邦、約５，１１５万ユーロの公債発行 

 ２２日付当地インターネット・ニュース・サイト

のサラエボ・タイムズによれば、ＢＨ連邦政府

は、２０１７年予算で予測される財政支出の資

金調達に向けた公債発行に関する３つの決議

を採択した。同決議によれば、債券価格が１

万ＫＭ（約５，１１３ユーロ）で、満期が１８２日、

２７３日、３６４日と異なる３種類の公債を合計
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１万口、総額１億ＫＭ（約５１１５万ユーロ）分

発行する。公債の購入は、発売の７日以上前

に、連邦財務省及びサラエボ株式市場のホー

ムページ上で公示される。 

 

●中国人民政治協商会議代表団のＢＨ訪問 

 ２１－２２日、Ｍａ Ｐｅｉｈｕａ副議長率いる中

国人民政治協商会議（ＣＰＰＣＣ）代表団がＢＨ

を訪問し、２１日、ズビズディッチＢＨ閣僚評議

会議長及びシャロビッチＢＨ対外貿易経済関

係相と会談を行った。双方は、経済、農業、文

化及び観光の分野における具体的協力につ

いて協議をするとともに、「一帯一路」について

も話し合い、「１６＋１」枠組みにおける協力を

発展させていくことで一致した。また、ズビズ

ディッチ議長は、中国人に対する査証免除の

実現に向けたプロセスが最終段階にあること

も明らかにした。 

 ２２日、ＣＰＰＣＣは、ヘルツェゴビナ・ネトレ

バ・カントン（県）を訪問し、ヘルツェグ同カント

ン首相らと会談を実施。ヘルツェグ首相は、同

カントンの行政改革や、競争力のある中小企

業の発展支援、農業、観光、エネルギー事業

につき説明を行い、協力の可能性を協議した。

Ｐｅｉｈｕａ副議長は、中国と同カントンとの協力

可能性は大いにあると述べ、中でも観光分野

を強調した。 

 

（３）経済協力 

●ＥＵ、ドボイ裁判所の再建に７１．５万ユーロ

を供与 

 １２日、ヴィゲマルク駐ＢＨ・ＥＵ代表部大使、

テゲルティヤ高等司法検察評議会議長及びラ

ドビッチ・ドボイ地方検察庁主任検察官出席の

下、再建されたドボイ裁判所の開所式が行わ

れた。同裁判所は、２０１４年の洪水で甚大な

被害を受けたが、ＥＵが、総額２，０００万ユー

ロに上る法の支配強化に対する支援パッケー

ジから７１．５万ユーロを拠出して、同裁判所

が再建された。再建された裁判所庁舎では、

ドボイ地域の地方裁判所と地方検察庁、ドボ

イ市裁判所、ドボイ市商事裁判所の４つの司

法組織が、業務を開始した。 

 

（４）民間セクター 

●中国ＣＲＲＣアーバン・トラフィック社、ＢＨ連

邦の鉄道建設に関心 

 １９日付当地インターネット・ニュース・サイト

のサラエボ・タイムズによれば、中国の「上海

ＣＲＲＣアーバン・トラフィック建設・投資」社が、

ＢＨ連邦のバレシュ－バノビチ間の鉄道建設

に関心を示している。 

 ＣＲＲＣアーバン・トラフィック社は、中国政府

の支援の下、鉄道やその他公共交通インフラ

への投資や建設に従事する企業で、北京を拠

点とする中国ＣＲＲＣグループの４６ある関連

会社の一つ。今回、同社代表団はＢＨを訪問

し、ＢＨ連邦首相府を訪問して連邦の鉄道関

係の要人と面会した他、バレシュ市、バノビチ

市の代表らとも会談を行った。Ｄｏｎｇ Ｍｉｕ部

長は、同社はこの案件に大きな関心を持って

おり、ＢＨのＡＳＡプレベント・グループとの協

力で同案件を実現させたいと述べた。 

 なお、７月には、同社ハンガリー支社のＧｕ 

Ｙｉｆｅｎｇ社長がＢＨを訪問し、ズビズディッチ閣

僚評議会機議長及びＡＳＡプレベント・グルー

プの社主と会談を行い、ＢＨへの投資に関す

る２社の協力関係を話し合っていた。 

（了） 

 

 

 


